
広報 にっこう １０

地
域
で
で
き
る
対
策

　
次
の
点
に
注
意
し
、
野
生
鳥
獣
を
寄
せ

付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

噛
各
家
庭
で
は
、
生
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど

を
屋
外
に
放
置
し
な
い
。
ま
た
、
ペ
ッ

ト
の
餌
な
ど
の
保
管
場
所
に
も
十
分
注

意
す
る
。

噛
集
落
内
に
あ
る
柿
や
栗
な
ど
の
果
物
を
、

可
能
な
限
り
早
め
に
収
穫
す
る
。

噛
農
地
や
人
家
周
辺
の
茂
み
を
刈
り
払
い
、

野
生
鳥
獣
が
身
を
隠
せ
な
い
よ
う
に
見

通
し
を
良
く
す
る
。

噛
電
気
柵
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し
、

野
生
鳥
獣
の
農
地
へ
の
進
入
を
防
ぐ
。

噛
安
全
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
ロ
ケ
ッ

ト
花
火
な
ど
を
利
用
し
、
野
生
鳥
獣
を

追
い
払
う
。

鳥
獣
の
捕
獲

　
市
で
は
、
農
作
物
や
生
活
環
境
な
ど
に

深
刻
な
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
野
生

鳥
獣
の
捕
獲（
駆
除
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ル
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
対
し

て
は
、
適
正
な
保
護
管
理
を
目
的
に
、
個

体
数
調
整
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
捕
獲
は
、
地
元
の
猟
友
会
の
協
力
を
得

て
行
い
ま
す
の
で
、
安
全
で
適
切
な
捕
獲

が
実
施
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
情
報
な

び
　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２６

 緩
  衝
 帯
を
整
備
し
ま
す

か
ん
 し
ょ
う

　
手
入
れ
不
足
の
里
山
林
や
、
そ
れ
に
隣

接
し
た
耕
作
放
棄
地
は
、
野
生
獣
の
格
好

の
隠
れ
場
所
に
な
り
ま
す
。
平
成
　
年
度

２０

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な

森
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
野
生
獣
を
寄
せ

付
け
な
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
野
生

獣
の
被
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
農
地
や
住
宅
に
隣
接
す
る
森
林

の
 藪
 化
な
ど
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

や
ぶ

　
こ
の
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
野
生

鳥
獣
の
被
害
対
策
へ
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
自
治
会
な
ど
の
団
体
や
森
林
所
有
者

の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

森
林
の
被
害
防
止
の
た
め
市
が

支
援
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
立
木
の
皮

剥
ぎ
被
害
対
策
に
対
し
て
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者
…
市
内
に
森
林
を
所
有
し
森

林
施
業
を
行
う
個
人
や
団
体
で
、
所
有
森

林
の
一
定
範
囲
に
わ
た
っ
て
野
生
獣
に
よ

る
被
害
を
受
け
て
い
る
者
。

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
者
に
限
る
。

補
助
金
額
…
被
害
防
除
資
材
費
用
の
３
分

の
２（
上
限
　
万
円
）

５０

　
野
生
鳥
獣
対
策
は
各
地
域
ご
と
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
地
域
の
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
農
林
課
　
　
　
　
緯（
　
）５
１
７
２

２１

　
　
碓日 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
１
４

５４

　
　
碓藤 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）４
１
０
９

７６

　
　
碓足 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）３
１
１
７

９３

　
　
碓栗 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
３
３

９７

野野野野野野野野野野
生生生生生生生生生生
鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥

野
生
鳥
獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣

　
　
　
　
　
　
に
よ
る

被
害
を
減
ら
す
た
め

被
害
を
減
ら
す
た
め
にに

　
近
年
、
市
内
全
域
で
、
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ク
マ
、
鳥
類
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

捕
獲
や
駆
除
を
は
じ
め
と
す
る
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
が
終

息
す
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
今
回
お
知
ら
せ
す
る
点
に
留
意
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
野
生
鳥
獣
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

クマによる皮剥ぎ被害。

２０１１年 6月 号１１

員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す（
総
務
省
「
多
文
化
共
生
の
推

進
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」
２
０
０

６
年
３
月
 よ
り
）。

滑

ど
う
し
て
多
文
化
共
生
が
必
要
な
の
？

　
市
内
に
住
む
外
国
人
は
、
日
光
に
生

活
拠
点
を
置
き
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う

に
働
く
な
ど
、
日
本
人
と
一
緒
に
日
光

市
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
外
国
人
住
民

は
、
日
本
語
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い

た
め
、
日
本
で
生
活
す
る
上
で
の
ル
ー

ル
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

日
本
人
と
話
す
機
会
が
少
な
い
の
で
日

本
人
の
友
人
も
で
き
に
く
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
人
も
外
国
人
も
同
じ

日
光
市
の
住
民
で
す
。
言
葉
や
生
活
習

慣
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
を

理
解
し
、
協
力
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
上
で
必
要
な
の
で
す
。

原
稿
…
観
光
交
流
課
　国
際
交
流
係

　
日
光
市
に
は
、
　
カ
国
も
の
異
な
る

２６

国
籍
や
文
化
・
習
慣
を
持
っ
た
外
国
人

が
、
約
　
人
も
住
ん
で
い
る
こ
と
を
ご

７００

存
知
で
す
か
？

　
市
で
は
、
国
際
観
光
文
化
都
市
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
「
心
の
国

際
化
」
も
目
指
し
、
多
文
化
共
生
社
会

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
文
化
共
生
社
会
と
は
、
国
籍
や
習

慣
な
ど
の
異
な
る
住
民
同
士
が
、
互
い

に
異
な
る
生
活
習
慣
や
価
値
観
な
ど
を

尊
重
し
認
め
合
い
な
が
ら
、
力
を
合
わ

せ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
文
化
共
生

に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方
や
意
義
な
ど

を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

滑

多
文
化
共
生
っ
て
な
に
？

　
多
文
化
共
生
と
は
、
国
籍
や
民
族
な

ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文
化
的

違
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築

こ
う
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成

興

雨
と
冠
水

　
台
風
や
集
中
豪
雨
、
さ
ら
に
頻
発
す

る
ゲ
リ
ラ
雷
雨
な
ど
で
、
短
時
間
に
大

量
の
雨
が
降
っ
た
り
、
長
雨
が
続
い
た

り
す
る
と
、
道
路
の
低
い
場
所
な
ど
に

水
が
流
れ
込
み
道
路
が
水
没
す
る
「
冠

水
」
が
し
ば
し
ば
発
生
し
ま
す
。
市
内

に
は
、
国
道
や
県
道
、
市
道
が
鉄
道
や

有
料
道
路
な
ど
と
ア
ン
ダ
ー
形
式
で
交

差
す
る
場
所
の
う
ち
、
冠
水
に
注
意
の

必
要
な
場
所
が
　
カ
所
あ
り
ま
す
。

１５

　
雨
の
日
に
、
冠
水
が
疑
わ
れ
る
よ
う

な
場
所
を
車
で
通
る
場
合
は
、
道
路
の

状
況
に
十
分
注
意
し
、
徐
行
運
転
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

噛

注
意
点

焔

車
は
マ
フ
ラ
ー
か
ら
水
が
入
る
と
エ

ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

冠
水
が
浅
く
見
え
て
も
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。 く

わ
し
く
は

国
道
・
県
道
に
つ
い
て
　
県
日
光
土
木
事
務
所
 保
全
部
　　緯
（
　
）１
２
２
１

５３

市
道
に
つ
い
て
　
　
　
　
今
市
地
域
…
維
持
管
理
課
　
　
緯（
　
）５
１
６
０

２１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
光
地
域
…
碓日 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
１
４

５４
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焔

冠
水
に
気
付
い
て
停
車
し
た
場
合
は
、

追
突
さ
れ
な
い
よ
う
に
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン

プ
を
点
灯
し
て
く
だ
さ
い
。

興

通
報
な
ど
の
協
力

　
冠
水
に
注
意
の
必
要
な
　
カ
所
の
ア
ン

１５

ダ
ー
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
や
県
、
警
察

署
、
消
防
署
な
ど
で
情
報
を
共
有
し
、
降

雨
時
に
は
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
緊
急
の
場
合
に

は
通
報
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

〜
多
文
化
共
生
の
ま
ち
っ
て
、
ど
ん
な
ま
ち
？
　〜

平ケ崎アンダー冠水の様子


